1-6　デジタルカメラの準備

　市場には数多くのデジタルカメラが販売されています。そのほとんどは日常での使用を前提とした製品ですが、工事写真の撮影に使用することも十分に可能です。ただし、機種選択を行う際に注意すべきポイントがいくつかあります。ここでは、デジタルカメラを選択する際のポイントを紹介していきます。

1-6-1　画素数

　画素数は、デジタルカメラの性能を決定付ける主要なスペックのひとつであり、撮影された写真の画質に大きく影響を与える要素です。デジタルカメラで撮影された写真は、膨大な数の点（画素）から構成されており、各画素がそれぞれ異なる色で再現されることにより、全体として1枚の写真となります。そして、この『1枚の写真に含まれる画素の数』のことを画素数といいます。

　現在、販売されているデジタルカメラの画素数は、約400万画素、約320万画素、約200万画素といった製品が主流です。いっぽう工事写真に要求される画素数は100万画素程度で十分とされています。一般的に、画素数の多いデジタルカメラには、それより少ない画素数で写真を撮影するためのモードも用意されています。このため、100万画素以上のスペックを持つデジタルカメラであれば、どれを選択しても問題なく活用できます。

　参考までに、100万画素近辺の撮影モードを画素数に換算してみると、以下のようになります。

　・640×480＝30万7200画素

　・1024×768＝78万6432画素

　・1280×960＝122万8800画素

　・1600×1200＝192万画素

　この結果をみると、1280×960のモードでサイズで撮影するのが最も理想的であるといえます。つまり、1280×960の撮影モードを備えている製品を選択すればよいわけです。

　もちろん、1280×960以上のモードで撮影しても構いません。ただし、写真1枚を記録するのに要するメモリ容量が増加してしまうため、1枚のメモリーカードに記録できる写真の枚数は減ってしまいます。また、写真1枚あたりの容量が大きいと、後の工事写真台帳の編集作業がスムーズに行えなかったり、データの保管、管理に大きな容量が必要になる、など悪影響を及ぼす恐れがあります。

　よってデジタルカメラで撮影するときは、初めから適した画素数で撮影するようにし、同時に適した画素数（撮影モード）を選択できる製品をあらかじめ選択しておくのが理想的といえます。

1-6-2　耐水防塵性

　市販されているデジタルカメラの多くは、日常や旅行時の利用を想定して設計されているため、特に耐水性能や防塵性能に優れているわけではありません。対して工事現場は、日常的な環境と比べて埃や塵が多い環境となります。このような環境でデジタルカメラを使用していると、最悪の場合、デジタルカメラが故障してしまう恐れがあります。デジタルカメラが頻繁に故障するようでは、コスト的な負担を強いられるだけでなく、業務そのものに支障をきたすかもしれません。できるだけ耐水防塵性に優れた製品を選択しておくのが良いでしょう。

　最近のデジタルカメラの中には、生活防水機能を備えた製品も登場するようになりました。こういった製品は、防水性能はもちろん、防塵性能も通常のデジタルカメラより優れていると考えることができます。よって、それだけ安定した動作を期待できるようになります。

　また、防水プロテクタが用意されているデジタルカメラも存在します。防水プロテクタとは、デジタルカメラの周囲をパッキングするオプションパーツで、水中撮影を可能にするほどの耐水性能を備えた製品もあります。防水プロテクタを使用すると、デジタルカメラの操作性は悪くなってしまいますが、それだけ安心してデジタルカメラを利用できるようになります。

　そのほか、工事写真の撮影に特化したデジタルカメラも発売されています。こういった製品は、耐水防塵性に優れているだけでなく、多少の衝撃にも耐えられる堅牢な筐体設計など、工事現場ならではの使用に最適化された製品となります。一般的なデジタルカメラと比べると販売価格は高くなってしまいますが、使い勝手に優れたデジタルカメラとなるでしょう。

1-6-3　ズーム

　通常のカメラと同様に、デジタルカメラにも広角から望遠までをひとつのレンズでカバーするズーム機能を備えた製品が数多く存在します。離れた場所から工事の細部を撮影したり、周囲の状況を含めて工事現場を撮影する場合を考えると、工事写真の撮影はズーム機能を有している製品のほうが使いやすいといえるでしょう。

　なお、デジタルカメラのズームには「光学ズーム」と「デジタルズーム」の2種類があります。「光学ズーム」は、通常のカメラと同じくレンズの焦点距離を変更することによりズームを実現する機能です。いっぽうの「デジタルズーム」は、レンズの焦点距離を固定したまま内部的な電子処理により擬似的なズームを実現する機能となります。このため、「光学ズーム」のほうが優れた画質の写真を得ることができます。「デジタルズーム」は本格的なズーム機能ではなく、補助的なズーム機能であると捉えておけばよいでしょう。

1-6-4　フラッシュ

　暗い場所で撮影する場合は、デジタルカメラもフラッシュを利用します。フラッシュはほとんどのデジタルカメラに内蔵されていますが、この内蔵フラッシュの有効範囲はせいぜい2～3m程度しかないのが一般的です。このため、トンネル内などの暗い場所を広範囲にわたって撮影するときは、より強力な外部フラッシュが必要となります。外部フラッシュは、メーカー、製品ごとに装着の可否が異なります。暗い場所での撮影が想定される場合は、強力な外部フラッシュが用意されているデジタルカメラを選択するようにしてください。

1-6-5　メモリーカード

　メモリーカードとは、撮影した写真データを記録しておくための媒体です。現在、デジタルカメラに採用されているメモリーカードは、「スマートメディア」「コンパクトフラッシュ」「SDメモリーカード」「メモリースティック」「xDピクチャーカード」の5種類が主流です。ただし、デジタルカメラごとに利用できるメモリーカードの種類は異なっており、対応していないメモリーカードを利用することはできません。

　これら5種類のメモリーカードはそれぞれ特徴があるものの、撮影した写真を記録するという観点において特に優劣はありません。よって、どのメモリーカードに対応したデジタルカメラを選択しても大きな問題は生じません。

　注目すべきは、デジタルカメラが対応するメモリーカードの最大容量です。製品によっては大容量のメモリーカードに対応していないデジタルカメラもありますので、カタログなどでよく確認するようにしてください。

　なお、最初からメモリーカードが1枚付属しているデジタルカメラも多くありますが、こういった付属のメモリーカードは16MBや32MBしかないのが普通で、あまり大容量ではありません。パソコンショップなどで、より大容量のメモリーカードを購入したほうが効率よくデジタルカメラを活用できると思います。

　またコンパクトフラッシュは、カードの性能により処理速度に大きな差が生じてしまうことがあります。コンパクトフラッシュを購入するときは、多少価格が高くても信頼できるメーカーの製品を購入するようにしてください。

1-6-6　電池／バッテリ

　デジタルカメラの電源は、単三型乾電池、もしくは充電式のバッテリとなっているのが一般的です。

　単三型乾電池は、コンビニなどで手軽に購入できるのがメリットですが、その反面、電池が使い捨てとなるため多少のランニングコストを必要とします。

　充電式のバッテリは、乾電池よりも経済的に利用することができますが、充電にある程度の時間が必要、現場でバッテリが切れてしまうとデジタルカメラを使用できなくなる、といったデメリットもあります。

　このように、どちらもそれぞれ特徴を持っていますので、各自が使い勝手がよいと感じるほうを選択するとよいでしょう。

　また、コンセントにACアダプタを接続して使用できるデジタルカメラもあります。このような製品は、発電機が用意されているなどコンセントを用意できる環境で、電池やバッテリの残量を気にすることなく撮影できるのがメリットとなります。

1-6-7　パソコンとの接続

　ほとんどのデジタルカメラは、USBケーブルを使用してパソコンと接続できるようになっています。このUSBケーブルは、デジタルカメラに付属されているのが一般的です。よって、カタログなどで念のため確認しておく程度で十分です。

　また、カードリーダーがあれば、メモリーカードから直接パソコンに写真データを取り込むことも可能です。ただし、カードリーダーは使用しているメモリーカードの種類に対応しているものでなければいけません。

1-6-8　その他、マニュアル撮影モードなど

　そのほか、一部の高級機にはシャッタースピードや絞りを自分で設定できるマニュアル撮影モードを備えたデジタルカメラもあります。これらは製品カタログやホームページなどを参考に、必要に応じて選択すればよいでしょう。

　デジタルカメラは価格の高い製品ほど高性能なレンズが使用され、多くの機能や撮影モードが搭載されている傾向があります。とはいえ、芸術作品を撮るわけではありませんので、必要以上に高価格なデジタルカメラを用意する理由はありません。それよりも用途や使い勝手に適したデジタルカメラを選択するようにしてください。

